
中山間地域等直接支払制度の取組事例

５ 都市住民との交流を目標としている事例
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＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○他団体と連携した自然生態系保全活動の推進

１．集落協定の概要

市町村・協定名 北海道雨 竜 郡 雨 竜 町 川 向
うりゅうぐんうりゅうちょう かわむかい

協定面積 田 （100％） 畑 草地 採草放牧地
48ha 水稲・大豆・そば

交付金額 個人配分 49％
390万円 共同取組活動 農地・農道・水路の点検整備 4％

(51%) 多面的機能増進活動 3％
生産性収益の向上・担い手の育成 40％
事務費・その他 4％

協定参加者 農業者 15人、北竜町商工会青年部（会員15人）

２．集落マスタープランの概要

当集落は、石狩平野の北部に位置し西高東低の地勢で、山間の豪雪地帯で、対象農用

地は緩傾斜地であり、協定面積の半分以上に水稲を作付しており、雨竜町全体では道内

、 。米の産地評価は最高の７ランクに各付けされており 全量１等米の生産に取組んでいる

このような中、核となる担い手の育成及び農村環境の整備と米の産地として現在のラ

ンクを下げることなく「安全・安心 「良食味米」生産の維持向上、他団体との連携に」、

よる自然生態系の確保（魚の放流・生態調査等）を通じて交流の輪を広げ、農村環境の

理解の醸成を目指している。

集落の将来像を実現するための目標は、農用地等保全体制の整備、農作業の共同によ

る効率的合理化及び労働力の負担軽減、安定した農産物の供給、農村環境の整備を図る

ことを重点項目としている。

〔活 動 内 容〕
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作･管理(田 ) 景観作物作付 農作業の共同化48ha
9.7ha 20% 12ha（ ）畦畔にハーブの栽培 ・そば播種 ( ) 目標
14ha 29% 14ha個人対応 ・土壌改良 ( ) 目標

共同取組活動
共同取組活動

水路・作業道の管理
・水路年2回 清掃･草刈 他団体と連携したビオ
・農道年2回 草刈 トープの確保 安定した農作物の供給及び収益の向上

魚の放流・生態調査 ・ﾗｲｽｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ施設機能の有効活用（ ）
555kg/10a 557kg/10a共同取組活動 集落単収 目標

共同取組活動
共同取組活動

農用地の保全体制
7.8ha・心土破砕

北竜町商工青年部（会員 担い手の育成
個人対応 15名）と連携 ・経営研修会：年 回実施1

・農地の集積：随時

共同取組活動

集落外との連携：
地域内の自然生態系の保全確保のため、北竜町商工青年
部と魚の放流･交流事業の実施
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３．取組の経緯及び内容

前期対策では、川向・桂沢・鴨居沢の３集落でそれぞれ活動していたが、参加者の重

複等による共同作業の効率化及び自然環境生態系の保全活動等同一した活動があったこ

とから、集落協定を合併し１集落として活動することとなった。

農業者の高齢化等に伴う農作業の効率的合理化・コストの軽減及び適期作業の推進を

図るため、農作物（そばの播種作業）の共同化と土づくりのため土壌改良剤の投入を実

、 「 」、「 」 「 」施することにより 米の主産地として 安心・安全 良食味米 の 売れる米づくり

を目指すとともに、既存施設の有効活用による負担軽減、収益の向上を図る。また多面

的機能の発揮活動として北竜町商工会青年部と連携しビオトープの確保（自然生態系の

保全）を通じた魚の放流・交流会を実施する。

○農用地等保全マップ

①農地の整備：心土破砕実施

②農作業共同化 そばの播種：

ビオトープの確保に わんぱく夏まつり

係る魚の放流作業（H 交流会

17年商工青年部と一

緒に・・・）

水生昆虫観察会河川 パネル展

[平成21年度までの取組目標]
○農用地保全活動体制の整備
①圃場内の過剰水による農作物の湿害対策として心土破砕を実施する （未実施→ 実施）。 7.8ha

○高齢化に伴う農作業の効率化、コスト・労働力の負担軽減の推進
①そばの播種作業 （未実施→目標 （協定農用地面積の ％ ）12ha 24 ）
②土壌改良を実施し生産性向上を図る （未実施→目標 （協定農用地面積の ％ ）。 ）14ha 28
○安定した農産物の供給及び収益の向上を図る。
①ライスコンビナート施設機能の有効活用（未実施→目標 （協定農用地面積の ％ ）25ha 51 ）

○担い手の育成・担い手への農地集積
①担い手の育成 （未実施→目標年 回研修会を実施）1
②担い手への農地集積（未実施→目標 （協定農用地の ％ ）2.9ha 5.9 ）

○他団体との連携によるビオトープの確保
①北竜町商工青年部との連携（未実施→魚の放流・交流事業を年 回実施）1
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＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○ＮＰＯ法人との連携による体験農園の実施

１．集落協定の概要

市町村･協定名 青森県南津軽郡尾上町 金屋
みなみつがるぐんおのえまち かなや

協 定 面 積 田 畑(100%) 草地 採草放牧地

76.5ha － りんご － －

交 付 金 額 個人配分 20％

782万円 共同取組活動 担当者活動経費 10％

80％ 集落マスタープランの将来像を実現するための活動経費 17％（ ）

水路・農道等の維持管理費 14％

地域づくり活動経費 25％

交付金の積立・繰越（体験農園雨よけハウス） 5％

その他（事務経費・予備費） 9％

協定参加者 農業者 191人 ＮＰＯ法人１団体、

２．集落マスタープラン及び農用地保全マップの概要

集落の基幹作物がりんごであることから、山間部にりんごを作付けしている農家が多

く、高齢化も進んでおり作業も思うように進まない状況にある。更に地域の防除組織等

の構成員も高齢化が進んでおり、存続が危ぶまれている。そのため、後継者の育成を進

めながら担い手を確保し、将来にわたって農業生産活動等を継続するために集落が合意

し、協定締結に至った。

また、山間地域に特に多く見られる遊休農地を活用し、ＮＰＯ法人と連携して体験農

園の開設を進めるとともに、伝統ある農村景観や伝統行事についても次世代へ継承して

いくように努めていくこととしている。

[農用地保全マップの概要]

農道について、農業用機械等の通行に支障が出ないように簡易補修（砂利投入など）の

実践を計画している。

体験農園さくらんぼの植え付け 水路の補修・整備作業
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［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 体制整備に向けた

取組担い手育成

農地の耕作･管理 畑76.5ha) 農地と一体となった周辺林地 認定農業者の育成（

の下草刈り（年3回） （14名→15名）

個別対応

共同取組活動 共同取組活動

農地法面の定期的な点検 多面的機能の発揮

(年1回) 体験農園の開設・運営 自然生態系の保全に関す

(NPO法人と連携した都市住民 るＮＰＯ法人との連携

共同取組活動 との交流,地元小学校等を対

象に収穫体験の実施） 共同取組活動

水路・作業道の管理 共同取組活動

・水路5.3km、清掃(4月)

草刈り(7～9月,年3回)

・道路1.2km、簡易補修（5 景観作物(菜の花等)の作付け

月 、草刈り(7～9月,年3 （遊休農地を復旧し作付け））

回) （20a）

共同取組活動

共同取組活動

集落外との連携

・ＮＰＯ法人との連携（体験農園） ・地元小学校を対象に収穫体験

３．取り組むべき事項の活動内容

高齢化や後継者不足に対応するため、法人化に向けた組織づくり及び担い手の育成･

確保を重点課題とし、認定農業者１名の増加に取り組む。また、ＮＰＯ法人尾上町蔵保

存利活用促進会と連携し、農家蔵めぐりや修学旅行生の農家民泊、体験農園を通じた都

市住民との交流への取り組みを行うこととしている。

さらに、地元保育園、小学校と連携し収穫体験にも取り組む。

［平成21年度まで取り組む目標］

○認定農業者制度の啓蒙及び育成・確保（目標14名→15名）

○体験農園の充実（ＮＰＯ法人、都市住民との連携）

○地元保育園、小学校児童による収穫体験

○簡易な休憩所、水回り、トイレ等の設置

○育成管理、施肥、防除等の実施

○山間部に菜の花の植え付け（20a）

○雨よけハウスを体験農園（さくらんぼ）に設置（10a）
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＜都市住民との交流を目標としている協定＞

○集落の自立を目指して

１．集落協定の概要

市町村･協定名 宮城県登米市津山町 沢田
とめし つ や ま ち ょ う さ わ だ

協 定 面 積 田（97%） 畑(3%) 草地 採草放牧地

7ha 水稲 トウモロコシ － －

交 付 金 額 個人配分 50％

147万円 共同取組活動 担当者活動経費 5％

(50％） 水路・農道等の維持管理費 15％

多面的機能増進活動費 10％

体制整備に要する経費 20％

協定参加者 農業者 19人

２．集落マスタープラン及び農用地保全マップの概要

沢田集落の農地は、農道の狭隘、湿

田等作業効率の悪い急傾斜の農地がほ

とんどを占め、遊休農地が増加する傾

向にあったが、本制度が契機となり、

平成１４年度から共同取組活動の一環

として、協定内遊休農地を活用したト

ウモロコシ栽培を試み、道の駅等で消

費者へ直売を実施するなど意欲的な活

動を行ってきた。

〈集落マスタープラン作成に向けた話合い〉さらに、互いの理解を深め、女性にも

参加を呼びかけて、女性の視点からの提言も受け入れ、集落の現状と課題を全員でとこと

ん話し合い、５年先１０年先の地域の農業や集落の将来像を集落全員で考え、農地の活用

に止まらず、道路・排水路等の生産基盤の整備や若年から高齢者まで住みよい生活環境の

実現、さらには集落の機能を発展させる集落組織の設立に向けた話し合いまでが行われ、

集落活性化計画書「沢田集落自立への道しるべ」を策定した。

平成１７年度からは、集落の将来像についてさらなる話し合いを重ね、農道や水路の適

正な維持管理、生活環境の改善、遊休農地を解消するための労力の確保等、沢田集落の活

性化に向け取り組むこととした。

農用地等保全マップは、条件の悪い農道や排水路の抜本的な整備や農地の周辺はほとん

どが杉林等の林地となっており、鳥獣や虫の被害を受けやすく農地との隔離を促すため、

下草刈りや鳥獣害防止対策として防御ネットの設置を実践することとしている。
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［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 体制整備に向けた取組

高付加価値農業の実践

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 新規作物の導入

（田6.8ha 畑0.2ha） (約３ha 年1回） （０．５ha）

集落による複合経営を実現

個別対応 共同取組活動 （道の駅にて産直販売）

共同取組活動

水路・農道の管理

・水路 １km、年2回 多面的機能の発揮

清掃、草刈り 体験農園の開設（０．５ha）

・農道１km、年3回 草刈り 対象者３０名

(とうもろこし、じゃがいも

共同取組活動 さつまいも、かぼちゃ、水稲

を作付け）

農地法面の定期的な点検 共同取組活動

（年2回及び随時）

共同取組活動

３．取り組むべき事項の活動内容

遊休農地の解消及び発生の防止を図るための活動として、従来のトウモロコシ栽培に加

え、さらなる新規作物を導入し、地域の産直センタ－における販売や体験農園を実施し、

消費者・都市住民との交流を図り、高付加価値型農業を展開していく。

このような共同取組活動を通じて集落内の相互理解を深め、集落を活性化し、周辺集落

との農作業や保全活動の連携を進めていきたいと考えている。

[平成21年度まで取り組む目標]

○ 遊休農地へトウモロコシの共同栽培及び新規作物（0.5ha）の導入

○ 道の駅「津山」において、トウモロコシ祭りを開催、消費者へ直売 （3,000本 。。 ）

○ 体験農園の実施 （0.5ha、対象者30人）。

○ 周辺集落との農作業等の連携の検討

○ 産直施設での直売、及び体験農園の実施による消費者や都市住民との交流による高付加価値農業の

展開

○ 農道（砂利敷補修(0.5km)、水路（ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ破損箇所補修 、）

鳥獣害防止対策（防御ネット0.5ha）
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〈遊休農地の状況〉

＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○遊休農地の活用による「花実（はなみ）の里」づくり

１．集落協定の概要

市町村･協定名 福島県郡山市中田町 中津川
こおりやましなかたまち なかつがわ

協 定 面 積 田（68％） 畑（32％） 草地 採草放牧地

6.6ha 水稲 葉たばこ － －

交 付 金 額 個人配分 34.9 ％

108万円 共同取組活動 担当者活動経費 11.0 ％

（65.1 ％） 水路・農道等の維持管理費 32.2 ％

多面的機能増進活動費 16.6 ％

交付金の積立・繰越（先進地調査のため） 5.3 ％

協定参加者 農業者 20人（うち非対象農業者 1人）非農業者 2人

２．集落マスタープラン及び農用地保全マップの概要

集落での話し合いの度に 「農業を取り巻く情勢は大変に厳しい 「担い手の高齢化、 」

による離農への動きは更に加速する」といった悲観的な声が聞かれ、加えて養蚕の衰

退と共に遊休化した里山（桑園8,253㎡）が懸案となっていた。しかし、話し合いの

積み重ねによって「集落内外の人の交流」の必要性を相互に確認し、農用地の有効活

用と地域内外の住民との交流活動の推進を図るため、遊休農地へ景観作物（桃、桜）

や果樹（梅）を植栽するとともに、集落の憩いの場（交流拠点）となる「花実（はな

み）の里」づくりの協定締結を行った。

農用地等保全マップにおいては、補修・改良を含めて維持管理が必要な農地法面、

水路、農道等の範囲を定めて協定参加者の共通認識を確認するとともに、耕作に支障

がある農道は、優先順位を設定し、砂利を敷く等の補修を実践することとしている。

〈復旧作業〉

7



［活 動 内 容］

３．取り組むべき事項の活動内容

生産性・収益向上の取り組みとして、地域内の事業者の加工施設を活用して「地元の

山菜や梅」を加工し、催し等での販売を行う計画をしている。

また、認定農業者が現在２名と少ないことから、１名以上の増加を図る担い手育成の

取り組みを行うこととしている。

さらに、地域内の連携を図るため既耕作放棄地（8,253㎡）の復旧・整備により、体

験農園等（目標35ａ）の実施や養護学校等との連携による体験学習・農村体験事業を検

討し実施する予定であり、共同活動へは非対象農家１名及び非農家２名の参加を促すこ

ととしている。

［平成21年度まで取り組む目標］

○ 耕作放棄地の復旧・・・・・・・畑：8,253㎡

○ 景観作物の植え付け・・・・・・梅、桃、桜の植栽（なお、梅は収穫を予定）

○ 集落内外住民の交流会の実施・・遊休農地復旧箇所を活用

○ 地場産農産物の加工・販売・・・山菜（わらび等）や梅等の加工・販売への取組

○ 認定農業者の育成・・・・・・・現状２名→３名以上

○ 都市住民等との交流・・・・・・遊休農地の活用による体験農園等の実施

○ 学校教育等との連携・・・・・・養護学校等との連携による体験学習や農村体験事業の実施

○ 非農家等３名との連携・・・・・道水路の管理及び周辺林地の草刈り等の活動への参加を促す

都市住民等との交流）（

遊休農地の活用による体験農園
等の実施
（学校教育等との連携）
養護学校等との連携による体験
学習や農村体験事業の実施
（非農家との連携）
道水路の管理及び周辺林地の草
刈り等

共同取組活動

多面的機能の発揮

（地場産農産物の加工・販売）
山菜･梅等の加工品の製造･販売

共同取組活動

生産性・収益の向上
周辺林地の下草刈り

（年1～2回）

共同取組活動

景観作物作付け
（梅、桃、桜等の苗木を遊
休農地 復旧箇所に植え付
け8,253㎡）

共同取組活動

農地の耕作・管理
（田4.5ha 畑2.1ha）

個別対応

水路・作業道の管理
・水路 年2回
泥上げ、清掃、草刈り

・道路 年2回
草刈り、簡易補修

共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（随 時）

共同取組活動

農業生産活動等 多面的機能増進活動 体制整備に向けた取組

（ ）認定農業者の育成 2→3名以上

共同取組活動

担い手育成

耕作放棄地復旧
（畑 8,253㎡ 12.5%）

共同取組活動

加算措置の取組
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＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○農地保全と農業体験への取組

１．集落協定の概要

市町村・協定名 茨城県高萩市 秋山上・北方
たかはぎし あきやまかみ・きたかた

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
21ha 水稲・大豆

交 付 金 額 個人配分 50％
171万円 共同取組活動 役員報酬 7％

（50％） 法面・農道・水路管理、農業体験 43％

協定参加者 農業者 44人

２．集落マスタープランの概要

・親子農業体験を実施し、集落内外の交流による活性化を図る。また並行して就農志

向者へ働きかけ、後継者の確保育成を推進する。

・農業体験、収穫祭を毎年実施。

・１～２年目に就農志向者への働きかけ（座談会等 、３～４年目に就農準備（農作）

業研修等）を行い、５年目に就農。

・担い手への農作業委託を推進、空散防除を行う。

【活 動 内 容】

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田21ha） 周辺林地の下草刈り(作業道 担い手への農作業の委託

の管理に併せて年2回) （市内認定農業者（法人）に

個別対応 空散防除を2.5ha委託計画）

共同取組活動

共同取組活動

水路・作業道の管理

･水路:約3km､年2回清掃､草刈 冬期の潅水化、水張りを行

･道路:約2km、年2回 草刈 い鳥類の餌場確保を図る 多面的機能の持続的発揮に向

けた非農家･他集落等との連携

共同取組活動 共同取組活動 (生協を通じ地区外の親子を募

集し農業体験活動を行う）

農地法面の定期的な点検 その他（地区内外の消費者 共同取組活動

水門管理､渇水期対応(随時) との交流会）

共同取組活動 共同取組活動 新規就農者の確保

意向調査､座談会､作業研修等

の就農支援。目標１名以上

共同取組活動

○集落外との連携（協定参加者以外の者も草刈り等に参加）
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３．取組の経緯及び内容

当地区は比較的まとまりのある集落で、転作大豆以外にサトイモを栽培する等、先駆

的な集落である。旧制度時、緩傾斜も対象になったことに伴い地区全体で組織を再構成

し、協定締結に至った。

旧制度でも地区外の親子を募集し、集落役員が中心となって田植・芋掘り等の農業体

験活動に取り組んでいた。新制度においてもこの活動を継続するとともに、集落の課題

の一つである後継者の確保、担い手への作業委託による農作業合理化等の活動に取り組

み、将来に向けた持続的体制を維持しながら、集落の活性化を推進することとしている。

○農用地等保全マップ

・今後５年間で要補修となりそうな箇

所を調査、図示

・崩壊等した場合は簡易補修を行う

里芋掘り：親子農業体験 交流会：カボチャ重量当てクイズ

［平成21年度までの取組目標］

○ 多面的機能の持続的発揮に向けた非農家・他集落等との連携（親子農業体験活動）

○ 新規就農者の確保（目標１名以上）

○ 担い手への農作業の委託（空散防除を2.5ha委託計画）
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＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○共同取組が守る美しい自然と棚田

１．集落協定の概要

市町村･協定名 栃木県那須烏山市 国見
なすからすやまし くにみ

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
2.2 ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 50％
46.2万円 共同取組活動 法面の草刈り活動 25％

50％ 水路の清掃 25％（ ）

協定参加者 農業者 7人

２．集落マスタープランの概要

当国見地区においては高齢化が進み、住民の殆どが６５歳以上の中で後継者もなく、

棚田以外の農地は耕作放棄地が発生している状況である。このような現状の中、協定農

用地は共同取組を基本に水路・法面の保護活動を行うとともに、ボランティア活動の受

け入れを行い、周辺林地・遊休農地の環境整備を行う。

さらに、オーナー制度の検討を図り、都市住民との交流を図る。

また、高齢化が進む中、農業機械の共同化を推進するとともに、実情にあった農地の

集積等も検討する。

将来は、これらの取組を活かし担い手への委託、農作業の共同化を図るとともに、都

市住民との連携による農地保全を図ることとしている。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田2.2ha 周辺林地の下草刈り 機械・農作業の共同化（ ）
（約0.3ha、年1回） （基幹的農作業の共同化、

個別対応 目標 0.5ha）
個別対応

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路0.9km、年2回 夢大地応援団ボランティ

清掃、草刈り ア作業の実施 担い手への農地集積
・道路0.5km、年2回 草刈り （約0.3ha、年1回） （集落の担い手への委託、

目標0.1ha）
共同取組活動 共同取組活動・ボランティア

共同取組活動

農地法面の定期的な点検 オーナー制度の実施
（年２回及び随時） （次年度以降実施検討）

共同取組活動 共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

平成1１年７月、農林水産省の「日本の棚田百選」に認定され、以来、国見の棚田

は県内外にその存在が広まった。当国見地区は他地域と同様、高齢化が進み、農業後

継者もなく維持管理に苦慮していたが、平成１２年度に中山間地域の特認指定を受け

、 、 、て以来 国見棚田保全組合を設立し 集落１１戸の内７戸の地権者が棚田保全のため

共同作業により法面の草刈や水路の清掃を行って来た。

平成１６年度より「とちぎ夢大地応援団ボランティア活動」の受け入れを行い、棚

田周辺の遊休地及び林地の環境美化に努めるとともに、作業後の交流活動などを行っ

ている。

さらに、平成１７年度は懸案事項であった棚田の水不足を解消するため、地元が一

体となって調整池整備工事と景観保護のための法面緑化工を積極的に行った。

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

・全国棚田百選に認定されて

いる棚田の維持管理と、棚

田を中心とした自然環境の

保全を行っている。

（面積：２２，０００㎡）

（棚田枚数：５０枚）

脱穀を待つ棚田風景 ボランティアとの協働による環境美化作業

［平成21年度までの取組目標］

○ 共同作業による水路・法面等0.3haの維持管理を年１回実施

○ 都市交流事業として「とちぎ夢大地応援団」の受け入れによる、農作業（棚田周辺環境整備）の

ボランティア作業を約0.3ha、年１回（秋頃）実施

○ 子どもたちの体験農業及びそばオーナー制度についても今後検討

12



＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○棚田オーナー制度を通じ都市住民との交流

１．集落協定の概要

市町村・協定名 千葉県鴨川市釜沼 釜沼千枚田
かもがわし かまぬま かまぬませんまいだ

採草放牧地協定面積 田( 91%) 畑( 9%) 草地

9.8ｈａ 水稲 大豆・果樹

交付金額 個人配分 50%

190万円 共同取組活動 水路・農道等の清掃及び草刈り 21%

(50%) 棚田オーナー制度取組及び景観作物の作付け 15%

農地管理 5%

役員報酬等 9%

協定参加者 農業者 13人、ＮＰＯ法人大山千枚田保存会（正会員122人）

２．集落マスタープランの概要

将来像

農業従事者の高齢化が進み将来的に耕作存続が出来なくなることが懸念され

。 、ている 集落内の一部はオーナー制度の中で耕作が継続されている状況であり

今後は地域内や都市住民の定年や青年の帰農を促し担い手として確保していく

ことを目指し、また、将来的には地域の後継者と都市からの帰農者との協働に

よる集落営農を目指す。

５年間の目標

協定参加者による農地法面の定期的な点検及び補修作業の実施。棚田オーナ

ー制度の運営や景観作物の植栽を通じて都市住民に景観保全や農業に対する理

解を求める。また、耕作放棄地の防止活動に加え水路及び農道の定期的な除草

等の管理を行い、法人の協働によりオーナー制度の拡充を図り、都市住民の帰

農を促し後継者としての受け入れを目指す。

［活動内容］

多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備農業生産活動等

農地の耕作・管理 オーナー制度実施 新規就農者の確保

(オーナー制度を通じ１名以上（田・畑 9.8ha) (約1.1ha)

の新規就農者確保)個別対応 共同取組活動

共同取組活動

水路・農道の管理 景観作物作付け

水路:年1回清掃､年2回草刈り （場所・種類は検討）

共同取組活動農道：年3回草刈り

共同取組活動

自然生態系保全に関す

る学校教育等との連携耕作放棄地の草刈り

(総合学習の受入）共同取組活動

共同取組活動

農地法面の定期的な点検

（随時）

共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

現在行っている取組

農業従事者の高齢化や棚田という地形的に耕作条件不利地から耕作放棄が懸

念されていた。しかし、棚田百選に選ばれたことにより風光明媚な棚田風景を

保存しようとする地元の想いから、平成１２年度より棚田オーナー制度に取り

組み始めた。時を同じくし中山間地域等直接支払制度が創設されたことにより

オーナー制度の継続的な取り組みが可能となり、都市住民との交流が行われ地

域活性化のきっかけとなっている。

今後検討している活動

今後も継続的にオーナー制度を運営することにより、農業に対する理解を深

めてもらい都市住民の中から就農者の受入体制の検討を行う。

○農用地等保全マップ

【マップ解説】

図面オレンジ色部分は、オーナー制度実施エリ

アでありオーナーへの配慮及び１枚単位が極小な

棚田であるため維持管理の観点から作業道（図面

朱線部分）の補修・改良を行う。

【 月の田植え風景】 【都市住民と地元支援者との協働】5

［平成21年度までの取組目標］

○ オーナー制度参加者をターゲットにした新規就農者の確保（１名以上）

○ 保健休養機能を活かした都市住民等との交流

（協定農用地面積の５％以上、 ｈａ以上）0.5
○ 自然生態系の保全に関する学校教育等との連携

棚田の環境を活かした総合学習の受け入れの拡充を目指す
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＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○ボランティアとの協働による棚田保全

１．集落協定の概要

市町村･協定名 滋賀県大津市（旧仰木村）平尾中山間地域農業推進協議会
おおつし ひらおちゅうさんかんちいきのうぎょうすいしんきょうぎかい

協 定 面 積 田（100％） 畑 採草牧地 計
58 ha 水稲 58

交 付 金 額 個人配分 50 ％
1,236 万円 共同取組活動 農業生産基盤推進費 32 ％

50％ 農業生産活動体制整備費 8 ％（ ）
多面的機能 7 ％
事務費 1 ％
役員報酬 2 ％

協定参加者 農業者 139人、水利組合（10人）

２．集落マスタープランの概要

本制度への取り組みを契機として、農業生産活動等の体制整備に努め、集落協定目標の

早期実現を目指すものである。

①生産基盤整備推進、②担い手を核とした農業生産活動等の体制整備、③多面的機

能の発揮（里山景観を生かした都市住民との交流等 、④獣害防止柵の設置（電気柵の）

設置）

各 年 度 毎 の 目 標
１年目 ①生産基盤整備の推進（水源の確保等 、②担い手による農作業受委託体制）

の整備推進（受託希望、作業内容取りまとめ等 、③都市住民との交流等）
２年目 ①生産基盤整備の促進（農道新設：計画協議と着工 、②担い手による農作）

業受委託体制の整備（利用権設定の開始 、③都市住民との交流（継続）等）
３年目 ①生産基盤整備の促進（ほ場整備推進組織の設立等 、②担い手による農作）

業受委託体制の整備推進（継続 、③ 都市住民との交流の充実（継続）等）
４年目 ①生産基盤整備の促進（水路改修、農道の新設 、②担い手による農作業受）

委託体制の整備に向けた活動の展開、③都市住民との交流の充実（継続）等
５年目 ①生産基盤整備の促進（水路改修、農道の整備 、②担い手による農作業受）

委託（協定面積の１０％以上）を実現、③都市住民との交流充実（継続）等

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田58ha 周辺林地の下草刈り 担い手への農作業の委託（ ）
（ ）鳥獣害防止柵等の下草刈り 5.8ha以上＝協定面積の10％

個別対応 以上目標)
共同取組活動

共同取組活動
農道・水路の管理

年2回草刈 １回清掃 耕作放棄地の復旧（ 、 ）
農道・水路の整備 ・棚田復元ボランティアと 非農家（棚田ボランティア50人
農地法面の定期的な点検 の連携作業 （集落協定に参加する協定農業
（随時） (草刈り20名､稲刈り15名等) 者の総数の32％ ）との連携）

（草刈り、田植え等）
共同取組活動 共同取組活動

共同取組活動

棚、ネット等の設置
(鳥獣害防止対策)及び管理 地域通貨の活用 棚田オーナー制の導入による体

棚田オーナー、市民農園 験交流活動（20名）
共同取組活動 体験農園等の実施

共同取組活動
共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容
本地区は近年、獣害の増加による営農意欲の減退から耕作を休止する農地が見られる

、 。ようになっていたことから 獣害対策の実施を重点に平成１２年から活動を続けてきた
５年間の活動により獣害が減少したことから、地域の担い手を核とした営農体制の確

立を目指して協定を再締結するに至った。
現在および今後は以下の取り組みを実施していく予定である。

（１）生産基盤整備の推進
生産基盤整備の最重点課題として、ほ場整備の実施に向け調整を図り、実施

可能区域の確定に向け具体的な協議を進め、実施不可能地域については、水源
・水路・農道の整備計画等調整を図っている。また、地域での獣害防止対策（電
気柵8,000ｍ）により、鳥獣被害が減少したが、引き続き対策を実施していく。

（２）担い手を核とした農業生産活動等の体制整備
農作業の受委託組織の組織化に向け調査・調整を進める。
地域で生産される米を「棚田米」として、安全良質米の販路拡大を図る。

（３）多面的機能の発揮
耕作放棄水田の解消と地域交流を目指し「棚田復元ボランティア活動」やボラ

ンティア活動１日につき地域通貨１枚を発行し、１kgの棚田米と交換できる「地域
通貨制度 （その他、田植えや稲刈りなどの農業体験参加に利用も可。今後は直売」
所、オーナー制度での利用が検討されている）を実施。また、体験農園等の活動を
推進し、農作業体験、獣害防止策の除草、収穫祭を開催。地元ホテルと連携した
棚田見学会および農業体験活動の実施（地域とホテルが直接連携し、ホテルが棚
田見学や田植え体験等の農業体験付きの宿泊プランを設定 。）

【マップの解説】

オレンジ面：ほ場整備計画区域

黄 緑 色 線：上田地域等水路整備

ピンク色線：松原地域農道整備

緑 色 線：小釜地域農道整備

紫 色 線：小釜地域水路整備

電気柵の下草刈り 棚田ボランティアによる法面管理

［平成21年度までの取組目標］
○ 地域通貨等を活用した、ボランティアとの共同活動の推進

、 ）○ 担い手への農作業受委託により 担い手の育成を行う(5.8 以上＝協定面積の10％以上目標ha
○ 地域で生産される米を棚田米としてブランド化を推進する。

（ （ ））○ 非農家との連携推進 目標：棚田ボランティア50人 集落協定に参加する農業者の総数の32％
○ 棚田オーナー制による体験交流等の活動推進（受入目標20人）
○ ほ場整備計画の合意形成推進
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＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○集落ぐるみの多面的機能の増進と担い手の育成

１．集落協定の概要

市町村･協定名 京都府京都市 久多
きょうとし く た

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地

10ha 水稲・景観形成作物他

交 付 金 額 個人配分 0％

81万円 共同取組活動 市民農園管理費 29％

（100％） 積立金（ ） 71％農 道 ・ 水 路 補 修 費 ， 鳥 獣 外 防 止 対 策 費

協定参加者 農業者 23人、久多地区農用地利用組合組合（構成員47人）

２．集落マスタープランの概要

地域農業の核となる「久多地区農用地利用組合」と「担い手農業者」の両輪による自

立的な農業生産活動等の体制整備を目標とする。

久多集落内の農業者が、高齢、病気、転出等により部分的または完全に農作業が困難

な状態となった場合には、久多地区農用地利用組合による農作業受託や担い手農業者に

農地を集積するための利用権設定等促進事業を活用し、集落の自立的な農業生産活動を

推進していく。

各年度毎の目標

１年目 ①京都市地域担い手認定制度の啓発②多面的機能増進活動の拡大に向けた啓発③耕作放棄

地の発生防止

２年目 ①新規就農者の掘り起こし②多面的機能増進活動の拡大に向けた啓発③耕作放棄地の発生

防止

３年目 ①担い手認定対象者の選定②多面的機能増進活動の拡大③耕作放棄地の発生防止

４年目 ①京都市地域担い手の認定②多面的機能増進活動の拡大③耕作放棄地の発生防止

５年目 ①担い手の営農支援②多面的機能増進活動の拡大③耕作放棄地の発生防止

［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田10ha） 市民農園の開設・運営 担い手の育成
（H17:約0.3ha） 現在１名

個別対応 新規１名以上を育成
共同取組活動

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路 清掃 年２回 北山友禅菊摘取り園の運

草刈り 年２回 営 多面的機能の発揮
・道路 草刈り 年２回 （H17:0.2ha） （市民農園、観光農園の

）開設・運営 目標0.9ha
共同取組活動 共同取組活動

共同取組活動

鳥獣害防止策
柵の設置及び補修

共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

京都市左京区久多地域は、自然的・社会的条件の悪さから農業生産が不利な地域であ

り、高齢化が進むなか、農業生産活動はもとより、農業の持つ多面的機能の低下が懸念

されていた。そこで，協定を結ぶことで将来にわたって持続的な農業生産活動等を可能

とし本集落の持つ多面的機能の確保・増大を推進する活動に平成１２年度から取り組ん

できた。

今後も農作業受委託や利用権設定を進め、耕作放棄地の発生防止に努めるほか、受託

組織の強化を図る。また，北山友禅菊の作付面積拡大に取り組み，多面的機能増進活動

の拡充に努める。

○農用地等保全マップ

市民農園の開設・運営 北山友禅菊摘取り園

［平成21年度までの取組目標］

○ 認定農業者（京都市地域農業担い手）１名以上を育成する。

○ 多面的機能増進活動

市民農園及び北山友禅菊摘取り園の開設・運営による都市住民との交流を図るとともに，両活動

が実施される農用地面積の合計が協定農用地面積の８％以上規模で開設・運営する。

○ 耕作放棄防止等の活動目標

耕作放棄防止のための啓発活動，情報収集，農作業受託，利用権設定等を推進し耕作放棄地の発

生を未然に防止する。

○ 共同機械・施設利用

農作業受託活動における共同利用機械の有効活用（オペレーター限定）を図る。

 【マップの解説】 
・橙色斜線： 
多面的機能増進活動（市民農

園，北山友禅菊摘取り園） 
・赤色斜線： 
 水路・農道の重点的点検・補

修箇所 
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＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○棚田オーナー制を導入し都市と農村の交流による農用地の保全

１．集落協定の概要

市町村･協定名 兵庫県多可郡多可町（旧加美町） 岩座神
たかぐんたかちょうきゅうかみちょう いさりがみ

協 定 面 積 田（97％） 畑（3％） 草地 採草放牧地
10ha 水稲 そば

交 付 金 額 個人配分 50％
217万円 共同取組活動 役員報酬 2％

（50％） 道・水路管理費 14％
農地管理費 14％
多面的機能増進活動費 1％
その他 19％

協定参加者 農業者 19人

２．集落マスタープランの概要

、 。 、岩座神産米は 以前から美味しいとの評判を得ている さらに栽培環境をアピールし

棚田米として付加価値を高め、独自の販売ルートを確立して収益力を高めていく。

農地の保全と先祖から営々と引き継がれた歴史的価値と緑のダムとしての洪水調節機

能を有する美しい石積棚田を保全し、後世に引き継ぐ活動を実施する。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田10ha） 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化
（約0.5ha、年１回） （そばの植栽、脱穀等の共同利

個別対応 用を2ha(20％)実施、目標10ha)
個別対応

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路2.9㎞ 年２回清掃、 景観作物作付け
草刈り （景観作物として菜の花 多面的機能の持続的発揮に向け

・道路3.0km 年２回草刈り を作付け ） た非農家・他集落との連携。
（棚田オーナー制度の実施、面

共同取組活動 共同取組活動 積0.2ha、オーナー数20家族）

共同取組活動
農地法面の定期的な点検
（年2回及び随時）

共同取組活動

集落外との連携
○棚田オーナー制度による農地の保全及び都市住民との交流を促進している。

３．取組の経緯及び内容
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本集落は棚田の耕作放棄を解消するため、棚田オーナー制度を導入し棚田の持つ景観

と農地が持つ水源涵養といった機能を保持し、歴史的価値のあるこの地域を守っていこ

うと機運が高まり、平成１２年度から協定を締結し以下の取り組みを行ってきた。

、 。・都市住民の棚田オーナーや滞在型市民農園の入居者により 以下の行事を行っている

①５月：田植え、②６月～７月：肥料散布・畦草刈り、③７月：案山子祭り、④８月

、 、 、 、：そばの種まき ⑤９月：稲刈り ⑥１０月：脱穀と収穫祭 ⑦１２月：餅つき大会

⑧１月：そば打ち大会

都市住民との交流に一定の成果を得た集落では、オ－ナ－活動のみでなく、景観作

物栽培等の取り組みもオ－ナ－の協力を得られるよう、これまでの取り組みを更に発展

させ地域を維持していくために協定を再度締結することとなった。

○農用地等保全マップ

岩座神の棚田の風景

黄色 金網設置箇所

赤 農道

棚田オ－ナ－の田植え風景青 水路

［平成21年度までの取組目標］

○ 防除以外の農作業についても共同化に向けた取組を進めていく。

○ 鳥獣害防止柵については農会が維持管理を行っていく。

○ 棚田オーナー制度による都市住民との交流を継続する。

○ 棚田ボランティア等の支援を得て景観作物の栽培を継続する。
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＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○柿・梅栽培で「夢のある農業経営」めざす

１．集落協定の概要

市町村･協定名 奈良県五條市（旧西吉野村） 湯川
ご じ ょ う し き ゅ う に し よ し の む ら ゆ か わ

協 定 面 積 田 畑（100％） 草地 採草放牧地
54.8ha 柿・梅

交 付 金 額 個人配分 50％
632万円 共同取組活動 役員報酬 1％

（50％） 病害虫防除等の講習受講 1％
農道の維持・管理 8％
農用地の維持・管理 1％
積立（目的：災害時の農道、農地復旧） 6％
事務連絡費、農薬・機械の共同購入費 33％

協定参加者 農業者 33人

２．集落マスタープランの概要

【集落における将来像】

消費者に喜ばれる安心安全な高品質な柿・梅の栽培に取り組む。

【５年間の活動目標】

病害虫の共同防除、肥料播き機の共同購入・利用、観光農園(5ha)による

都市住民との交流(入込客2千人)、認定農業者(14人)・新規就農者の確保

【毎年の活動計画】

（１年目）各種事業計画の策定 （２年目）各種事業計画の検討会開催、、

肥料播き機購入 （３、４年目）各種事業計画の促進・点検 （５年目）各、 、

種事業計画の達成

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 認定農業者の育成
（畑54.8ha） （年3回） （現在13名。目標14名）

個別対応 個別対応 共同取組活動

水路・作業道の管理 景観作物作付け 観光農園の運営（ ）5ha
･水路 年 回 清掃､草刈り （花木5.7haを作付） （柿・梅狩り、農産物の直2

2･農道 年 回 売 通販 目標入込客数3 、 。
簡易補修、草刈り 共同取組活動 千人）

共同取組活動 共同取組活動
その他の活動

農地法面の定期的な点検 病害虫共同防除
（随時） （ｽｶｼﾊﾞｺﾝ（ﾌｪﾛﾓﾝ剤 ） 肥料播き機の共同購入･利用）

共同取組活動 共同取組活動 共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

本集落は柿・梅の産地で、専業農家が多く熱心な営農を続けている地域で

ある。しかし、近年の果実価格低下や高齢化の進展が懸念されていたことか

、 、ら 農作業の効率化や新規作物の導入を目指して平成１２年に協定を締結し

スカシバコン（フェロモン剤）による害虫対策の省力化や桃やブル－ベリ－

の試験栽培を行ってきた。

今対策では、消費者に喜ばれる安心・安全・高品質な柿・梅の栽培による

「夢のある農業経営」を目指して集落協定を再締結することになった。

具体的には、観光農園での「柿・梅狩り」や農産物の直売、通販を充実さ

せることにより、集客数を現在の 人から 人に増加させ、消費者と1,500 2,000
の交流を深めていくよう取り組んでいく。

また、農業後継者、高齢農家等と連携した研修等により認定農業者を育成

することや、これまでの取組で効果が実証されたスカシバコン（フェロモン

剤）の利用を拡大し、低農薬栽培の柿、梅として高付加価値化を促進してい

く予定である。

○農用地保全マップ

観光農園（柿狩り）

赤 斜 線：観光農園実施畑

青色ライン：道路補修に生コンを必要とす

る箇所 スカシバコン（フェロモン剤）散布

［平成21年度までの取組目標］

○ 観光農園の共同化（５ha）を通じて都市住民との交流の促進

（集客数：現在1,500人、目標2,000人 ））

○ 認定農業者の育成（現在13人、目標14人）

○ 病害虫の共同防除拡大（スカシバコン（フェロモン剤）を拡大）

○ 肥料播き機の共同購入・利用
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＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○「梅の里山まつり」で都市住民との交流

１．集落協定の概要

市町村･協定名 奈良県吉野郡下市町 下 市 町 広 橋
よしのぐんしもいちちょう しもいちちょうひろはし

協 定 面 積 田 畑（100％） 草地 採草放牧地
16.5ha 梅・花木

交 付 金 額 個人配分 50％
152万円 共同取組活動 役員報酬 15％

（50％） 会議費 2％
道・水路管理費 10％
多面的機能増進活動費 23％

協定参加者 農業者 48人

２．集落マスタープランの概要

【集落における将来像】

都市住民との交流を図り、梅の生産性・収益性向上、担い手定着に努める

【５年間の活動目標】

耕作放棄地の防止、農道の美化、梅林の育成及び景観作物作付による美化

【毎年の活動計画】

（１年目）耕作放棄地防止のための点検・指導

（２年目）農道、散策道、駐車場の草刈り及び清掃

（３年目）梅林の成育状態、管理の点検・指導

（４年目）梅林内の公園、展望台、駐車場、散策道等に、花一杯運動の実践

（５年目）梅林内の整備及び４年間の活動の再点検

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 その他の活動

農地の耕作・管理 畑16.5ha 景観作物作付け 梅林の育成状態・管理等の点検（ ）
（景観作物として、花木 ・指導
の作付を推進。目標30ha） （園内の見回り点検：随時）

個別対応
共同取組活動 共同取組活動

水路・作業道の管理
道路約３km（梅園内道路含 都市住民との交流 担い手定着
む 、年２回 草刈り （年１回 「梅の里山まつ （講習会参加や新規就農募集）） 、

り」を開催。交流人口
共同取組活動 約５千人） 共同取組活動

共同取組活動
農地法面の定期的な点検
（随時）

共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

集落内には、県内屈指の「広橋梅林」があり、梅の開花時期には県内や京阪神から多

。 、 「 」 、くの観光客が訪れている また従来から 毎年３月中旬に 梅の里山まつり を開催し

農産物の販売やイベントによる都市住民との交流を図っていたが、年々徐々に交流人口

が減少するようになり交流人口の増大と安定が課題となっていた。

そこで、この「梅の里山まつり」による都市住民との交流を一層すすめていくため、

平成12年に集落協定の締結を行った 「梅の里山まつり」の充実（直売産品の多品目化。

や毎年イベント内容の多様化等）に加え、町の単費でデッキテラスの設置や散策道整備

等を行ったことで、毎年約5,000人の観光客が訪れるようになった。

今回は 「梅の里山まつり」での都市住民との交流の安定を図るため、景観性の更な、

る向上を目指し、梅林内施設等に計画した「花一杯運動」を実践するとともに、集落協

定役員を中心とした梅木の管理や点検・指導等を通じて、梅の生産性・収益性向上や担

い手定着に努めていくことを目標に協定を再締結した。

「梅の里山まつり」青空市 「梅の里山まつり」梅の種飛ばし大会

［平成21年度までの取組目標］

○ 都市住民との交流をすすめる

（梅林内施設等に花一杯運動の実践、約3ha）

○ 梅の生産性向上、担い手定着に努める

（梅木の成育状態、管理等の点検、指導を行う）
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＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○元気なふるさとをみんなで守ろう

１．集落協定の概要

市町村･協定名 山口県周南市大字大潮 倉谷
しゅうなんしおおあざおおしお くらたに

協 定 面 積 田 畑 草地 採草放牧地
8.0ha － － －水稲

交 付 金 額 個人配分 0％
110万円 共同取組活動 集落活動事務経費 5％

100％ 集落営農用共同機械、施設整備費 27％（ ）
農道維持管理経費（農道舗装）等 68％

協定参加者 農業者 13人

２．集落マスタープランの概要

①将来像

心豊かに暮らすため、集落を基礎とした営農組織の構築と地区出身者などの都市住民

との交流促進により、集落機能の維持と農用地等保全体制の整備された集落とする。

②５年間の目標

・集落内の未整備田をほ場整備し、生産基盤の確立と効率化・低コスト化を図る

・地場産農作物等の加工・販売の促進（わさび、野菜の加工販売）

・集落営農組合の設立（農業機械の共同化、農作業受託）

当初０ｈａ、０戸→目標３．５ｈａ、７戸（協定農用地面積の４３％）

・地域保全サポーターの登録と活動促進 （登録者数 ２０人）

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作･管理(田8 ) 河川水路の環境美化 機械農作業の共同化(耕起､田植え､刈ha
うち3haは集落営農組織化を 河川内草刈りとホタル 取 ( )実施､目標 )3ha 37% 4ha
推進 生息環境整備:L=1.0km 集落営農組織を設立 H18年

共同取組活動 共同取組活動共同取組活動

水路・農道の管理 景観作物作付け 担い手への農作業の委託
･水路15km､年2回､清掃､草刈 ほ場整備区域3haの畦 (農業生産法人かのアグリへの農作業
･道路3・5km､年2回草刈 板法面に農作業省力化 委託。目標1ha)

舗装工事 0.4km と景観形成を兼ね法面
植生を実施 共同取組活動

共同取組活動
共同取組活動

鳥獣害防止対策として防止
柵を設置 山村振興事業で整備した田舎の店へのわさび等の出荷と定期的イ

ベント開催による都市住民との交流をさらに推進する週３回の開
共同取組活動 店、年２回の集中イベント開催

集落出身者を地域保全ｻﾎﾟｰﾀｰとして､農作業支援､体験交流を実施

集落外との連携
○都市に在住する後継者がサポーターを組織し、集落との連携を推進する。
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３．取組の経緯及び内容

前期対策では２集落が別々に集落協定を締結して、活動を行ってきた。

芋掘地区集落協定では、個別配分は行わず、鳥獣害防止対策や 「大潮田舎の店」への、

農業生産物等の出荷とイベント参加の他、集落営農組織の設立準備等を実施し、亀尾尻

地区集落協定では、延長４００ｍの農道舗装を実施するなど、各々、積極的な取組を実

施していた。

新たな対策に取り組むに当たって、高齢化の進行、農業政策の改革等農業経営の環境

が大きく変わる中、自分たちの集落を全住民で継続的に守り、次世代に引き継ぐため、

２つの集落が力を合わせ共同取組を行うことで合意できたことから従前の協定を充実し

て取り組むことととした。

新しい協定では、地域出身者に呼びかけをおこない「地域のサポーター」として登録

を行い、地域の保全体制の構築と都市農村交流に取り組むほか、集落営農に向けた機械

の共同化、担い手への農作業委託体制の整備に取り組む。

○農用地等保全マップ

・ほ場整備位置を図示、生産性の向上を目指す。

畦畔法面の植栽施工を実施。

・農道舗装工事箇所及び鳥獣対策のための柵設置箇所を図示。

２集落の全員での話し合い 都市との交流（大潮田舎の店）

集落協定サポーター参加申込書

［平成21年度までの取組目標］

○ 集落内の未整備田をほ場整備するとともに、鳥獣害防止柵設置、農道舗装工事実施

○ わさび、野菜の加工販売に取り組む

○ 集落営農組合の設立（農業機械の共同化、農作業受託）目標3.5ha、７戸（協定農用地面積の43％）

○ 地域保全サポーターの登録と活動促進 登録者数20人、のべ活動参加者数60人
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＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○林業との連携による、都市との交流活動の維持

１．集落協定の概要

市町村･協定名 大分県中津市耶馬渓町 中 村
な か つ し や ば け い ま ち なかむら

協 定 面 積 田100％ 畑 草地 採草放牧地
4ha 水稲・飼料稲

交 付 金 額 個人配分 50％
116万円 共 同 取 組 活 動 活動経費 10％

（50％） 研修会・会議費 4％
水路、農道等の管理作業 17％
農道、水路等の補修経費 17％
事務費 2％

協定参加者 農業者 12人

２．集落マスタープランの概要

(1)集落の将来像

・適正な農業生産活動を通じて農地の保全管理を図り、将来に渡って守っ

ていくため、協定参加者等に共同取組等組織活動を行う事で、個人の農

作業負担を軽減する。

・農道、水路、隣接林道等の草刈り及び補修等により、景観の維持と農村

環境整備に努める。

(2)実現するための取組計画

。・農道･水路及び隣接する林道の草刈り泥上げ等の保全管理を毎年度実施

・鳥獣被害から農作物を守るため、防護柵の設置等の検討。

・集落の活性化を図るため、農地の効率的利用を実施している先進地の視

察研修等を実施する。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 1.6ha 周辺林地の下草刈り 担い手への農作業の委託（ ）
（ 、（約0.5ha、年1回） 協定内の担い手に田植え

個別対応 収穫作業を1ha委託）
個別対応

個別対応
水路・作業道の管理
･水路 年2回 清掃､草刈り 景観作物作付け

（ ）･道路 年2回 草刈り ﾚﾝｹﾞの作付 約0.2ha
･猪、鹿の被害対策

共同取組活動
共同取組活動

農地法面の定期的な点検 都市との交流で、農家
（年２回及び随時） 民泊を本年度実施。

今後も続けて行うよう
共同取組活動 計画中
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３．取組の経緯及び内容

当集落も過疎化、農業者の高齢化が進行し、地域の活力が低下してきた。このような

中、本制度を活用しながら、集落住民の主体性を尊重した住民参加型の集落づくりを目

指し、将来に渡って地域の農地を保全・管理する体制整備を図っている。

また、地域資源を活用して農家民泊や山村留学等を実施し、都市住民との交流活動を

積極的に行うこととしている。

親と子の山村留学交流会 農作業体験

［平成21年度までの取組目標］

○ 担い手への農作業委託の推進

○ 景観作物の作付け、農作業体験等、都市住民との交流活動の継続

28



＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○農村サポーター制度を活用したまちづくり

１．集落協定の概要

市町村･協定名 大分県日田市小河内町 小河内
ひ た し お が う ち ま ち おがうち

（ ）協 定 面 積 田（100％） 畑（0％） 草地（0％） 採草放牧地 0％
4.6ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 30％
77万円 共同取組活動 多面的機能増進活動費 10％

（70％） 高付加価値型農業活動費 10％
機械利用組合推進負担金等 13％
農道水路等管理費 21％
鳥獣被害防止対策費 3％
事務費等 13％

協定参加者 農業者28人（家族含む 、非農業者7人（農村サポーター））

２．集落マスタープランの概要

本集落は、近年、担い手の減少や高齢化の進行等により、将来にわたって集落の農地

を保全する体制整備が課題となっている。このため、市ノ瀬機械利用組合への農作業委

託を更に推進するとともに同機械利用組合や土地改良区がまとまって農地の保全が図ら

れていくための営農組合組織づくりの推進するとともに 「農村サポーター制度」を活、

用し、集落特有の美しい農村環境を生かしたまちづくりを推進する。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動

農地の耕作・管理（田4.6ha） ・河川清掃や渓畔林の整備
・棚田に景観樹木を植栽

個別対応 ・周辺林地に花木を植栽
（一部市ノ瀬機械利用組合に委託） ・竹の子掘り、茶摘、椎茸駒打ちなどの農業体験イベン

トの実施

水路・作業道の管理 共同取組活動
・水路農道草刈り、泥上げ

年２回（５月と９月）

共同取組活動
集落地区外から募集した「農村サポーター」と連携協力
した地域づくり

農地法面の定期的な点検
・カバーグラスの法面定植

共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

本集落は、農地の有効利用を図るため、平成１１年度に基盤整備事業を実施した。

これを契機に隣接する隣接する集落とともに機械利用組合を設立し、同機械利用組合へ

農作業委託を行う等農地の保全・管理体制の整備を推進してきたが、近年、担い手の減

少や高齢化の進行等により、更なる農地の保全体制の整備が課題となっている。

このため、機械利用組合への作業委託を更に推進するとともに、機械利用組合や土地

改良区が中心となった新たな営農組織の設立を検討し、農業生産活動を通じ、今後も集

落特有の美しい農村環境を生かしたまちづくりを推進する。

また、法面がきつく崩落の危険性があるため、崩落防止のためのカバーグラス定植と

定期的な点検を行っている。あわせて、集落内の農道・水路の草刈り、泥あげ等の管理

作業を実施する。

前期対策に引き続き、紅葉棚田の保全や周辺林地に花木類を植栽、河川、渓畔林の整

備を実施し、集落の景観保全に努め美しいまちづくりを推進するとともに 「農村サポ、

ーター制度」を活用し、都市住民に河川清掃などに参加してもらうとともに、竹の子掘

り、茶摘体験、椎茸駒打ち体験等により都市住民と積極的な交流を図る。

○農用地等保全マップ
・色分けによる集落協定内年次整備計画表を記載
し、法面、竹林、河川の保全体制を明確化。

・鳥獣害防護ネットの設置箇所を明確化。

［平成21年度までの取組目標 ・］

○ 農地の法面の管理、鳥獣被害防護柵の設置

○ 農道、水路、その他施設の保全管理
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＜都市住民との交流を目標としている事例＞

○グリーン・ツーリズムの推進

１．集落協定の概要

市町村･協定名 沖縄県国頭郡本部町 伊豆味
くにがみぐんもとぶちょう い ず み

協 定 面 積 田 畑(100%) 草地 採草放牧地
158ha みかん

交 付 金 額 個人配分 50％
1,411万円 共同取組活動 リーダー育成 7％

50％ 農業生産活動等の体制整備に向けた活動 7％（ ）
鳥獣害防止対策及び水路、農道等の維持・管理 29％
農用地の維持・管理活動 5％
その他 2％

協定参加者 農業者 174人

２．集落マスタープランの概要

・本集落は、柑橘栽培が盛んに行われており、30年前からみかん狩りを行ってきた。

・みかん狩りやあじさい祭の開催により地域振興をはかり、多くの都市住民が伊豆味

集落に訪れることのできる観光型農業癒しの里伊豆味を目指す。

・今後5年間の活動目標としては、みかん狩り体験面積の拡充、公衆トイレや案内板

の設置、規格外果実利用のための勉強会などを予定している。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 その他の活動

農地の耕作・管理（158ha） 周辺林地の下草刈り 防鳥ネットの共同購入
（約0.5ha、年1回） （共同購入、推進の説明会開

個別対応 催（年1回）)
個別対応

共同取組活動
作業道等の管理
清掃、草刈り 景観作物作付け
(道路35km、年2回) （アジサイ約0.3ha） グリーン・ツーリズム活動

法面点検(年1回) (アジサイ祭、ウォークラリー
の開催等）

共同取組活動
共同取組活動 共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

本地区は、山間のため飛び地が多く、1ha以上の物理的に連担した農地ではないが、

集落内の全農家が参加している「伊豆味みかん生産組合」があり、収穫等の共同取組活

動を行っているため、営農上の一体性を有する農地として団体要件を活用し、飛び地を

含めることにより集落内の対象農家を可能な限り協定に組み入れている。

協定締結にあたっては、伊豆味みかん生産組合の役員が中心となって、制度の説明を

行った。協定事項については、区長が中心になって集落内のとりまとめにあたり集落営

農上の問題点、集落伝統文化の継承、都市住民との交流等の諸問題を集落内で検討し、

合意形成へと導いた。

活動内容は水路・農道等の共同管理、周辺林地の下草刈り等の基本的活動を行ないつ

つ、地域の特産物であるみかんを活用したみかん狩りとアジサイ祭を中心としたグリー

ン・ツーリズムに力を入れている。

また、鳥害防止対策として、防鳥ネットの共同購入なども行っている。

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

・補修すべき農道の位置を色付けして

います。

＜あじさい祭の準備＞ ＜みかん狩りの風景＞

［平成21年度までの取組目標］

○ みかん狩り集客拡大に向け早稲温州を対象面積に加える（８ha→10ha）

○ 鳥獣害対策の充実（防鳥ネット1.8ha→2.4ha）

○ 新規就農者育成（５名）
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